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森林植⽣研究領域
森林植⽣研究領域⻑  齋藤 昌宏

  森林植⽣研究領域には群落動態研究室及び植
⽣管理研究室があり，それぞれに室⻑５名の研究
員が配置されています。また，新たなポストとし
て多様性を担当するチーム⻑１名が所属してして
います。領域⻑を含め，これら１４名の研究者に
より，森林⽣態系の動態及び管理に関する研究を
遂⾏しています。
  群落動態研究室はメインテーマとして森林の
構造と動態に関する研究を，熱帯林から温帯林ま
で幅広く⾏っています。とりわけ，これまでにも
多くの研究蓄積がある広葉樹林を中⼼に，樹⽊の
⽣活史特性やデモグラフィー（⼈⼝統計学的）研
究を⾏い，種間の相互関係や樹⽊の多様性の維持
機構を明らかにしていきます。また，森林動態に
関する⻑期のモニタリングデータを蓄積し，解析
することによって，炭素吸収源としての森林の役
割や温暖化への森林の反応を明らかにすることも
予定しています。さらに，これまでの蓄積を森林
動態データベースとして整備・公開し，わが国の
森林動態研究，林業研究に寄与していきます。
  地球温暖化防⽌，⽣物多様性の保全ととも
に，森林の公益的機能の発揮が強く望まれ，⽊材
等物質⽣産機能とのバランスのとれた森林管理が
必要です。この⼀⽅で，林業労働者の⾼齢化，労
賃の上昇等で林業労働の省⼒化が求められていま
す。植⽣管理研究室では，森林構造と動態，施業
との関係解明に基づいて，望ましい機能を発揮す
る森林を効率的に保全・管理する森林管理⼿法の
確⽴をめざしています。このため，再⽣機構を利
⽤した初期保育技術の⾼度化，施業が森林植物の
多様性と動態に及ぼす影響の解明，地域伝統⽂化
の構造解明など，森林の諸機能の研究を深めると
ともに，異なる機能を複合的に発揮させる森林管
理⼿法の開発，⽬標機能に応じた施業指針の作成
に取り組んでいます。関連するプロジェクト研究
として，スギ花粉⾶散量を減少させるための森林
管理，地球温暖化による森林⽣態系の脆弱性評
価，森林炭素貯留量のべースラインの開発，⼩笠
原森林⽣態系の修復技術の開発，熱帯域のランド
スケープ管理・保全などにも取り組んでいます。

  植物多様性チームは，森林群集における植物多
様性の維持メカニズムの解明と多様性の持つ機能の
評価が⼤きな研究⽬標になっています。具体的に
は，群落動態研究室・植⽣管理研究室などと連携し
つつ，⼩川学術参考保護林でこれまで⾏ってきた群
集研究をふまえ，撹乱，⽣物間相互作⽤（受粉，捕
⾷など）が多様性に及ぼす影響とそのメカニズム
を，より詳細に検討する⽅向と，ランドスケープレ
ベルで，原⽣の落葉広葉樹林が様々な⼈為活動，⼟
地利⽤によって分断，改変されたことが，植物多様
性にどのような影響を及ぼしたかを明らかにする⽅
向の⼆つを考えています。また，国際共同プロジェ
クトにおける植物多様性評価の基準・指標に関する
研究課題，⿃獣害プロジェクトにおけるシカ柵内で
の植物多様性の変化を検討する研究課題，森林群集
の⻑期モニタリング，森林分断化の影響評価の研究
課題などが関係する実⾏課題となっています。
 

図１． 樹⽊の⽣活史とデモグラフィー

図２． ヒノキ⼈⼯林の林齢と林床植物の多様性
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